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2012 メルマガ 3月（８９号）  特別企画   

 

 総合型地域スポーツクラブができて良かったこと 

～クラブマネジャーのコメントにみる設立効果～ 

 
「クラブの設立前後を振り返って、クラブができてから地域の中で良くなったことがあれば教えてください」とい

う質問に、11名のクラブマネジャーよりコメントをいただきました。調査は2012年10月に全国各地の 19クラブ

に対して実施)し、13 クラブから得られた回答のうち関連する部分を掲載しています。 

クラブの設立年別で、ご紹介します。 

 

【平成23 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成22 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもからご高齢の会員さんまで、「クラブ大好き！」との声をいただいています。 

幸い、行政や学校関係者の方たちと、良い形で交流できているので、現在、地域にはクラブが 

必要だと感じています。 

クラブがどれだけ実力を発揮できるか、今は大事な時期にあります。これからは、地域団体 

とのつながりを深めていき、クラブの存在をアピールして、若い世代にもこの喜びを感じていた 

だけたら良いと思っています。 

会員数（350）名、予算規模（ 200）万円、地域人口（ 3万）人 

 

 

■地域のより多くの子ども達に、運動に関わる機会を増やすことができました。それにより、地 

域の子ども達の元気で健康な体を作ることができたと思います。 

会員数（100）名、予算規模（ 120）万円、地域人口（ 13万）人 

 ■地域住民の方に、「良い運動になりました」と喜んでいただくなど、地域住民が元気になる姿を

見て、クラブをやっていて良かったと感じています。いろいろなイベントで「骨密度測定をして

ほしい」との依頼が増えました。 

        会員数（ 50）名、予算規模（ 400）万円、地域人口（ 2万）人 

 

 

■スポーツを、スポーツ以外の様々な分野にアピールできるようになりました。小学生には、多 

種目のスポーツを体験してもらっています。また、様々な活動を通して、徐々に行政からの理解 

も得られるようになりました。 

今年「チャレンジデー」のイベントに初参加。一日真剣にスポーツに取り組むことで住民がひ

とつになることができました。これから、ますますクラブを通して、スポーツの楽しさや重要性

をアピールしていきたいと思 っています。 

会員数（118）名、予算規模（  78）万円、地域人口（2,800）人 
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【平成21 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成20 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■①定期教室やイベントを通して会員同士の世代間交流が図れた 

②行政、学校と連携した事業を行政や学校から依頼されるようになった 

（クラブからの提案も受け入れてもらえるようになった） 

③クラブの様々な事業により子どものスポーツ離れを少しずつ改善できた、などです。 

会員数（110）名、予算規模（ 1,420）万円、地域人口（47,500）人 

 

 

■①子育て世代間（20代～30代中心）の交流が活発になった 

②70代、80代の方と小学生の交流機会が増えた 

③地域のスポーツ教室の開催数がクラブ設立によって4倍になった 

④中学校運動部活動にクラブが協力できるようになった、などです。 

会員数（503）名、予算規模（ 2,000）万円、地域人口（ 10万）人 

■行政では企画できなかった、「健康マージャン」「女磨き講座」など、遊び心を取り入れた、 

ゆとりある活動がクラブではできています。個人で運営されていた団体が、当クラブに加入した

ことで信頼度が上がり、「活動や参加者の募集がしやすくなった」という声も聞きます。 

クラブのプログラムやイベントへの参加により、「親子や家族で活動する機会が増えた」と家族 

会員に喜ばれています。 

会員数（2,030）名、予算規模（1,400）万円、地域人口（71,000）人 

 
 
■①地域住民間の希薄な関係が緩和された 

②高齢者と若者との関係が近付いた 

③近所の人や子どもの顔と名前が、以前よりわかるようになってきたと会員から言われた 

 などです。 

 

地域の中で少しずつ、クラブに対する理解が増し、学校体育、学校行事、さらに行政（教育委

員会）の事業に、クラブが入り込める環境ができています。 

会員数（ 557）名、予算規模（1,000）万円、地域人口（21,000）人 
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【平成18 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成17 年設立クラブ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

■クラブができたことで、地域の「スポーツの窓口」ができたと感じています。行政にはでき 

ない自由な事業展開、そこに地域住民の声を反映させて、ニーズにあった教室やイベントの開催 

をしています。手軽にスポーツに親しむ場所の提供が可能になりました。 

 

子ども達にも、スポーツをする場の提供ができ、いろいろな種目を行うことができるようにな 

りました。地域内だけではなく、周辺地域の子ども達もクラブに入会しています。 

 

女性のスポーツに関わる機会がとても増え、今後は、男性の参加が増えることも期待しています。

小中学校、高校と連携をとりながら、クラブとして地域のスポーツの振興を考えることができる 

ようになりました。 

会員数（518）名、予算規模（約2,000）万円、※指定管理料、スポ 

ーツ振興くじ助成金を含む、地域人口（8,000）人 

 ■子どもを含め住民が運動する機会が増えました。高齢者も自分の元気づくりに運動が必要 

であることを理解してくれています。クラブの啓発の成果です。 

１つの種目でなく、多種目を楽しめるメリットを、地域住民に実感いただいています。 

会員数（661）名、予算規模（ 2,323）万円、地域人口（10,799）人 

 

 

■クラブの存在や活動は、地域住民や関係団体に、かなり浸透しています。いろいろな所とタイ 

アップして（特に学校）、地域の行事や大会の運営などを依頼されています。 

会員数（210）名、予算規模（ 830）万円、地域人口（ 27,000）人 

 


